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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 51,557 1.4 3,455 35.8 3,451 28.1 1,966 24.7
22年3月期第3四半期 50,834 2.7 2,544 3.0 2,693 3.6 1,577 128.6

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 52.00 ―

22年3月期第3四半期 41.92 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 57,465 24,026 41.5 625.17
22年3月期 49,956 22,623 44.9 596.68

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  23,831百万円 22年3月期  22,441百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 7.75 ― 7.75 15.50
23年3月期 ― 7.75 ―

23年3月期 
（予想） 7.75 15.50

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 68,200 3.1 2,750 16.6 2,750 9.8 1,600 1.3 41.97



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
 なお、業績予想に関する事項は、四半期決算短信（添付資料）２ページ「１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性
的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.３ 「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 38,277,406株 22年3月期  38,277,406株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q  157,796株 22年3月期  667,792株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 37,814,364株 22年3月期3Q 37,621,605株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、企業収益の改善により、一部で持ち直しの動きが見られる

ものの、欧州・米国を中心とした不安定な経済情勢や急速な円高の進行等、景気の先行きに対する不透明感が続い

ており、依然として予断を許さない状況で推移いたしました。 

当社グループを取り巻く市場環境も、厳しい雇用情勢や個人消費の冷え込みを背景に、企業間の熾烈な販売競争

が繰り広げられ、デフレ状況は依然として変わらず、厳しい状況でありました。 

このような経営環境の下、当社グループにおきましては、当期の最重要課題である「基幹商品カテゴリーの活性

化」に注力するとともに「新しいカテゴリー・事業分野の開拓」に取り組んでまいりました。 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、515億57百万円（前年同期比 1.4%増）となりました。利益

面におきましては、食料品事業における増収や製造コストの低減により、営業利益34億55百万円（同 35.8%増）、

経常利益34億51百万円（同 28.1%増）、四半期純利益19億66百万円（同 24.7%増）となりました。 

以下、セグメントの状況は次のとおりであります。  

①食料品事業 

「基幹商品カテゴリーの活性化」につきましては、オルニチン関連の付加価値商品である「１杯でしじみ７

０個分のちから」シリーズが、店頭における多箇所陳列の提案や、積極的なマスコミ対応等により、消費者認

知が促進され、順調に売上を伸ばしました。なお同シリーズは、トレンド情報誌『日経ＴＲＥＮＤＹ』の毎年

恒例企画「年間ヒット商品ベスト３０」において１０位にランクインいたしました。また、お茶づけ関連で

は、最需要期である年末年始に向けて、新たなＣＭを投入し店頭回転のアップを図ってまいりました。「新し

いカテゴリー・事業分野の開拓」につきましては、「煮込みラーメン」を対象として、女性に人気の調理器具

を景品としたプレミアムキャンペーンを実施し、売上のさらなる拡大に努めました。生姜関連の商品において

は、冬季限定メニューとしてご好評頂いている『「冷え知らず」さんの生姜チャイ』および『「冷え知らず」

さんの生姜ぞうすい』を当期も発売いたしました。 

以上の結果、売上高は514億25百万円（前年同期比 1.9%増）となりました。  

②その他 

その他の売上高は１億32百万円（同 64.8%減）となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末より75億９百万円増加し、574億65百万円となりま

した。これは主に、現金及び預金、受取手形及び売掛金の増加並びに本社ビル取得に伴う土地の増加によるもので

す。また負債は、前連結会計年度末より61億６百万円増加し、334億38百万円となりました。これは主に、短期借

入金が減少したものの、社債の発行及び長期借入金による資金調達を行ったことによるものです。また、純資産は

主に、その他有価証券評価差額金が減少したものの、利益剰余金の増加及び自己株式の減少により240億26百万円

となりました。この結果、純資産から少数株主持分を控除した自己資本は238億31百万円となり、自己資本比率は

前連結会計年度末に比べ3.4ポイント低下の41.5％となりました。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 当社グループの第３四半期連結累計期間の業績は、売上高・利益とも概ね当初計画どおり推移していることか

ら、平成22年５月14日発表の通期の業績予想に変更はありません。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 棚卸資産の評価方法 

  棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価 

 切下げを行う方法によっております。 

② 繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

  繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発 

 生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・ 

 プランニングを利用する方法によっております。 

③ 税金費用の計算 

  税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会 

 計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

  なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。   

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

① 会計処理基準に関する事項の変更 

  資産除去債務に関する会計基準の適用 

   第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月 

  31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31 

  日）を適用しております。 

   これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益は20百万円、経常利益は27百万円それぞれ増加し、税 

  金等調整前四半期純利益は40百万円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務 

  の変動額は94百万円であります。  

② 表示方法の変更 

  四半期連結損益計算書 

   「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の 

  用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５ 

  号）の適用により、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示し 

  ております。   

  

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 8,974 6,263

受取手形及び売掛金 11,919 8,823

有価証券 － 5

商品及び製品 2,460 2,902

仕掛品 413 473

原材料及び貯蔵品 3,257 2,982

その他 999 996

貸倒引当金 △12 △11

流動資産合計 28,012 22,435

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 14,229 13,633

減価償却累計額 △8,692 △8,427

建物及び構築物（純額） 5,537 5,206

機械装置及び運搬具 12,455 12,236

減価償却累計額 △9,229 △8,793

機械装置及び運搬具（純額） 3,226 3,442

土地 11,175 8,692

リース資産 1,349 1,136

減価償却累計額 △417 △237

リース資産（純額） 932 899

建設仮勘定 － 1

その他 1,862 1,845

減価償却累計額 △1,536 △1,509

その他（純額） 325 335

有形固定資産合計 21,197 18,577

無形固定資産   

のれん 84 107

その他 157 180

無形固定資産合計 242 288

投資その他の資産   

投資有価証券 5,692 6,405

その他 2,439 2,427

貸倒引当金 △119 △178

投資その他の資産合計 8,012 8,655

固定資産合計 29,452 27,521

資産合計 57,465 49,956



（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 7,366 7,602

短期借入金 5,591 9,377

未払法人税等 822 619

賞与引当金 186 458

資産除去債務 9 －

その他 6,192 5,740

流動負債合計 20,168 23,798

固定負債   

社債 7,000 －

長期借入金 3,253 725

退職給付引当金 378 228

役員退職慰労引当金 55 51

資産除去債務 50 －

その他 2,532 2,527

固定負債合計 13,270 3,533

負債合計 33,438 27,332

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,502 3,502

資本剰余金 6,509 6,492

利益剰余金 17,836 16,456

自己株式 △129 △548

株主資本合計 27,718 25,903

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △513 △88

土地再評価差額金 △3,373 △3,373

評価・換算差額等合計 △3,887 △3,462

少数株主持分 194 182

純資産合計 24,026 22,623

負債純資産合計 57,465 49,956



（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 50,834 51,557

売上原価 28,378 28,371

売上総利益 22,455 23,186

販売費及び一般管理費   

販売促進費 8,598 8,752

貸倒引当金繰入額 9 －

賞与引当金繰入額 100 100

役員退職慰労引当金繰入額 9 －

その他 11,193 10,878

販売費及び一般管理費合計 19,910 19,730

営業利益 2,544 3,455

営業外収益   

受取利息 5 3

受取配当金 97 109

負ののれん償却額 152 －

不動産賃貸料 － 66

その他 141 106

営業外収益合計 397 285

営業外費用   

支払利息 135 136

その他 112 152

営業外費用合計 248 289

経常利益 2,693 3,451

特別利益   

固定資産売却益 3 －

受取保険金 83 －

特別利益合計 87 －

特別損失   

減損損失 － 15

解約違約金 － 43

固定資産除却損 61 7

投資有価証券評価損 95 8

事業譲渡損 16 －

特別退職金 19 3

店舗閉鎖損失 18 4

リース解約損 0 0

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 69

特別損失合計 210 152

税金等調整前四半期純利益 2,570 3,298

法人税等 1,033 1,320

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,978

少数株主利益又は少数株主損失（△） △41 11

四半期純利益 1,577 1,966



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 2,570 3,298

減価償却費 1,171 1,228

減損損失 － 15

のれん償却額 29 23

負ののれん償却額 △152 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 6 △56

賞与引当金の増減額（△は減少） △293 △272

退職給付引当金の増減額（△は減少） △9 149

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 7 3

受取利息及び受取配当金 △103 △113

支払利息 135 136

受取保険金 △83 －

投資有価証券売却損益（△は益） △0 △0

投資有価証券評価損益（△は益） 95 8

その他の営業外損益（△は益） △1 △10

その他の償却額 14 13

有形固定資産除売却損益（△は益） 21 34

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 69

社債発行費 － 37

売上債権の増減額（△は増加） △2,891 △3,094

たな卸資産の増減額（△は増加） 608 225

仕入債務の増減額（△は減少） 427 △235

未払金及び未払費用の増減額（△は減少） 771 611

未払消費税等の増減額（△は減少） 202 84

その他の資産・負債の増減額 33 69

小計 2,560 2,227

利息及び配当金の受取額 102 113

利息の支払額 △117 △85

保険金の受取額 91 －

法人税等の支払額 △724 △1,085

法人税等の還付額 0 0

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,913 1,170



（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 － △20

有形及び無形固定資産の取得による支出 △1,922 △4,105

有形固定資産の売却による収入 30 1

有価証券の償還による収入 － 5

投資有価証券の取得による支出 △294 △9

投資有価証券の売却による収入 0 14

関係会社出資金の払込による支出 － △65

子会社株式の取得による支出 △16 △3

差入保証金の差入による支出 △9 △10

差入保証金の回収による収入 447 329

その他 △8 △17

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,772 △3,880

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △260 △3,850

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △140 △199

長期借入れによる収入 600 3,000

長期借入金の返済による支出 △546 △408

社債の発行による収入 － 6,962

自己株式の純増減額（△は増加） △13 435

配当金の支払額 △530 △538

財務活動によるキャッシュ・フロー △891 5,401

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △750 2,691

現金及び現金同等物の期首残高 6,714 6,263

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

34 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,998 8,954



 該当事項はありません。  

  

  

 該当事項はありません。  

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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